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はじめに
我が国において，アシナガトビハムシ属のハム

シは九州以北を中心に 27 種が知られるが，これま
でに沖縄島からはわずか 2 種しか記録されていな
い（滝沢，2012）．同じく南西諸島の比較的大きな
島々では，奄美大島から 3 種，沖永良部島から 1 種，
宮古島から 1 種，石垣島から 5 種，西表島から 4
種が知られるのみで（滝沢，2012），沖縄島のみな
らず南西諸島全体において本属のハムシ類の種多
様性は概して低いと言える．

ムラサキアシナガトビハムシは，体長 2 mm ほど
の小さなハムシである．北海道，本州，四国，九
州およびその属島に分布する日本固有種とされ，
ムラサキ科の植物を寄主とする．色彩変異に富ん
でおり，一般的に頭部，前胸，鞘翅はいずれも黒
褐色であるが，頭部と前胸が赤褐色で鞘翅が茶褐
色の個体や，頭部と前胸は同じく赤褐色であるが
鞘翅の基部 2/3 が黒褐色の個体もいる．

2018 年 6 月に，筆者の石川と髙畑が東京農業大
学戦略プロジェクト「東京農大厚木キャンパス発
のブランド作物構築 ～高品質ペピーノでキャンパ
ス興し～」の一環として，沖縄島の南風原町にお
いて南米原産のナス科作物であるペピーノ Solanum 
muricatum の害虫を調査した際に本種が得られた．
また，滝沢春雄博士が所有されているハムシ類コ
レクションの中から，本種と同定されるトカラ列

島中之島産および徳之島産の標本が見出された．
さらに，これらの個体は既知の色彩変異とは異な
る体色をもつことも明らかになった．

本報告では，これまで南西諸島から未知であっ
たムラサキアシナガトビハムシをトカラ列島中之
島，徳之島，沖縄島から記録するとともに，南西
諸島の個体群に見られる色彩変異を記載する．加
えて，本種の分布について寄主植物と関連付けて
考察する．

なお，本種の種小名を boraginicola とする文献 
（Döberl, 2010） と boraginicolus とする文献（木元・
滝沢，1994；滝沢，2012）が見受けられる．本報
告では原記載 （Ohno, 1968） の綴りに従って種小名
を boraginicolus と表記する．
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First Record of the Leaf Beetle Longitarsus boraginicolus Ohno （Coleoptera, 
Chrysomelidae） from the Nansei Islands, Southwestern Japan

Hiroaki Shigetoh, Tadashi Ishikawa and Ken Takahata

Summary. To date, Longitarsus boraginicolus Ohno, 1968, a leaf beetle species belonging to the chrysomelid subfamily 
Alticinae, has been known to be endemic to Japan, and is distributed across mainland Japan (Hokkaido, Honshu, Shikoku, 
Kyusyu, and their adjacent islands). Herein, we record the occurrence of the species for the first time in the Nansei Islands 
(the Ryukyus), southwestern Japan, based on specimens obtained from Nakanoshima Island, Tokunoshima Island, and 
Okinawa-jima Island. On the basis of these findings, the distribution range of the species is revised to extend to the south. 
An apparently discontinuous intraspecific variation in coloration has been confirmed between populations from the Nansei 
Islands and mainland Japan. These newly recorded individuals have yellowish-brown antennae with blackish-brown 
segments IV and V, a blackish-brown to dark brown head and pronotum, yellowish-brown elytra with blackish-brown 
anterior and posterior margins, and yellowish-brown legs except for the metafemora, which are blackish-brown. As the host 
plants of L. boraginicolus (various grasses of Boraginaceae) are widely distributed on the islands, it is, therefore, highly 
possible that this leaf beetle will be discovered on many other islands of the Nansei Islands in the future.
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な科の草本類 （雑草） が繁茂して
いた （Fig. 1）．害虫調査にあたっ
ては，ペピーノの植物体 （Fig. 2）
のみにいる昆虫類を確保するため，
他の植物に触れないようにペピー
ノ本体をすっぽりと捕虫網で覆っ
たうえで昆虫類を採集した．ムラ
サキアシナガトビハムシも同様
の方法によって採集された．した
がって，本種はナス科の植物から
得られたことになる．しかし前述
のように，このハムシはムラサキ
科を寄主とするため，ナス科のペ
ピーノを寄主として利用していた
とは考えにくい．ペピーノの周辺に何かしらのム
ラサキ科植物が生育しており，そこにいたムラサ
キアシナガトビハムシが偶発的にペピーノに移動
して来ていたところを採集されたのではないかと
思われる．なお，中之島と徳之島での採集状況は
不明である．

本研究以前に知られていた本種の分布域におい
て，成虫の出現期は 3～11 月とされている （滝沢，
2012）．今回検した標本はいずれもこの出現期の範
囲に採集されているが，上記の島々，とくに最も
南の沖縄島では，九州以北の分布域と比較すると
月別平均気温が高くて温暖なため，南西諸島では
本種の出現期はさらに長い可能性がある．

南西諸島の個体群の色彩（Figs. 3, 4）
本報告に使用した個体は既知の色彩とは異なっ

ているため，以下に簡潔に記載する．
触角先端 4～5 節は黒褐色で，他の節は黄褐色．

頭部と前胸背板は黒褐色，または茶褐色．鞘翅は
黄褐色で，前縁と会合部は黒褐色．腹部は全体的
に茶褐色．黒褐色の後脚腿節を除いて，脚は黄褐色．

これまでに知られていた色彩もしくは変異の幅
とは，触角の基部数節，鞘翅，脚 （後脚腿節除く）
が黄褐色を呈することで異なることから，南西諸
島の個体は一見して全体的に淡色の印象を受ける．
しかし，鞘翅の前縁と会合部は南西諸島の個体で
は黒褐色になるため，この部位はより暗い．結果
として，前縁・会合部と鞘翅のそのほかの部分の
色の対比が鮮明になっている．

南西諸島の個体群は九州以北の個体群とは多少
とも色彩が異なっていることから亜種とすること
も考えられる．しかし，形態も含めて詳細に検討
したうえで，慎重に判断する必要がある．

分布および寄主植物
ムラサキアシナガトビハムシはこれまでに北海

Figs. 1, 2. Habitat of Longitarsus boraginicolus in Haebaru-cho, Okinawa-jima Island, the Okinawa Islands., southwestern Japan. – 1, 
Filed surveyed for pests of pepino; 2, pepino plant on which we collected L. boraginicolus.

Figs. 3, 4. Longitarsus boraginicolus collected at Haebaru-cho, Okinawa-jima Island. 
– 3, Dorsal view; 4, ventral view.



27さやばね ニューシリーズ　No.  33

SAYABANE N. S. No. 33 March 2019

道，本州，飛島，粟島，佐渡島，三宅島，八丈島，
淡路島，隠岐諸島，四国，九州から知られていた

（Gruev & Döberl, 1997；滝沢，2012）．筆者らの調
査によって，南西諸島のトカラ列島中之島，徳之島，
沖縄島から新たに本種の分布が確認され，本種の
分布の南限が大きく更新された．

一方，ムラサキアシナガトビハムシの寄主植物
として，ハナイバナ，ムラサキ，オニルリソウ，
オオルリソウ，ヤマルリソウ，ホタルカズラ，ハ
マベンケイソウ，スナビキソウ，ミズタビラコ，
ツルカメバソウ，キュウリグサおよびヒレハリソ
ウが知られている （滝沢，2012）．その寄主範囲は
日本に分布するムラサキ科全 12 属のうち 8 属にも
及ぶことから，本科の植物を広く利用しているこ
とがうかがえる．沖縄島には 7 属 11 種のムラサキ
科植物が分布しているため，ペピーノの栽培地に
もいずれかのムラサキ科の草本類が生育していた
のであろう．

また，ハナイバナをはじめとするいくつかのム
ラサキ科植物は，トカラ列島（諏訪之瀬島，悪石島，
宝島，小宝島），奄美群島（奄美大島，喜界島，加
計呂麻島，徳之島，硫黄鳥島，沖永良部島），沖縄
諸島（津堅島，伊平屋島，伊是名島，伊江島，水
納島，瀬底島，伊計島，浜比嘉島，藪地島，久高島，
渡嘉敷島，渡名喜島，久米島），宮古諸島（宮古
島），そして八重山諸島（石垣島，小浜島，波照間島，
西表島）などの島々に広く分布している（天野ら，
2013；日越，1988；新納，1967；新納，2013；琉
球の植物研究グループ，2018；迫，1984；迫・福
島，1985；迫・桐野，1980；迫・上野，1981；佐
藤ら，2017；立石ら，2011；立石ら，2014；立石ら，
2016；山崎ら，2016）．したがって，ムラサキアシ
ナガトビハムシの生息が確認された 3 島以外の南
西諸島の島々にも，本種が分布している可能性は
高いだろう．今後の調査によって南西諸島におけ
るムラサキアシナガトビハムシの正確な分布およ
び生態の把握が望まれる．
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